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Press Release 
 
 
 
 
 

  報道関係者 各位 

令和７年の労働災害発生状況について 

～ 高年齢者の労働災害が増加 ～ 

愛媛労働局（局長 丹羽 啓達）は、愛媛県の令和７年の労働災害発生状況を取りまとめまし

たので公表します。令和７年の労働災害による死亡者数は 12 人（前年比１人減）、休業４日以

上の死傷者数は1,578人（前年比11人、0.7％増）となりました。 

特に近年増加傾向にあります高年齢者（60 歳以上）の労働災害に関しては、全体の３割を超

える504人と、前年から８人（1.6％）の増加となりました。 

「愛媛第 14 次労働災害防止推進計画」（令和５年度～令和９年度）では、令和９年までに、死

亡災害を７人以下（過去最少）とし、休業４日以上の死傷災害を令和４年比で５％以上減少さ

せることを目標にしており、目標達成に向け、高年齢者の転倒等の災害、製造業や建設業など

特定の業種における災害の防止対策を推進してまいります。

愛 媛 労 働 局 発 表

令和８年５月 2 9 日 

【担当】 

愛媛労働局労働基準部 健康安全課 

  課長    石原 成男  

  課長補佐 渡邉 彰彦 

  電話 089－935－5204（内線470） 

愛媛労働局 

【令和７年の労働災害の発生状況（概要）】 

１．死亡者数 

・死亡者数   １２人（前年比１人減） 

・業種別    「建設業」６人、「製造業」２人、「道路貨物運送業」２人、 

「林業」１人、「教育・研究業」１人 

・事故の型別  「墜落・転落」７人、「交通事故」２人、「転倒」１人、 

「飛来・落下」１人、「爆発」１人、 

２．死傷者数 (休業４日以上・新型コロナ感染症によるものを除く) 

・死傷者数  1,578人（前年比11人、0.7％増） 

・業種別（上位５業種、（ ）内は前年比） 

「製造業」462 人（39 人 9.2％増）、「保健衛生業」226 人（８人 3.7％増）、「商業」195 人（35

人 15.2％減）、「建設業」168人（19人 12.8％増）、「道路貨物運送業」159人（７人 4.2％減） 

・事故の型別（上位５種別、（ ）内は全体に占める割合） 

「転倒」414人（26.2％）、「墜落・転落」297人（18.8％）、「動作の反動・無理な動作」217人（13.8％）、

「はさまれ・巻き込まれ」158人（10.0％）、「交通事故」99人（6.3％） 
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１ 令和７年の死亡災害 

(1) 死亡者数の推移 
・愛媛県内の死亡災害は、長期的には減少していますが、近年は横ばい傾向にあります。 

・令和７年の死亡者数は12人でした。前年の13人から１人減少しました。 
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■死亡災害の推移■

製造業

建設業

全産業

※新型コロナ感染症を除いた数値 

(2) 業種別の死亡災害発生状況 

・令和７年業種別死亡者数は、「建設業」６人が最も多く、「製造業」及び「道路貨物運送業」がそれぞれ

２人、「林業」及び「教育・研究業」がそれぞれ１人でした。 

 

■業種別の死亡者数■                （人） 

 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 

全産業 13 16 11 ８ 12 10 13 12 

製造業 ２ ３ ６ １ ４ ０ ６ ２ 

建設業 ９ 10 ３ ３ ７ ５ ２ ６ 

道路貨物運送業 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２ 

農業 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

林業 ０ ０ ０ １ ０ １ ０ １ 

畜産・水産業 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

商業 １ ０ ０ １ ０ ２ ０ ０ 

接客娯楽業 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

清掃と畜業 ０ ０ １ ０ ０ １ ２ ０ 

上記以外 １ ３ １ ２ １ １ １ １ 

※新型コロナ感染症を除いた数値 

（人） 
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(3) 事故の型別の死亡災害発生状況 

・令和７年死亡災害事故の型別では、「墜落・転落」７人（全死亡者数に占める割合は、58.3％）が最も多く、

次いで「交通事故」が２人(同16.7％)、「転倒」、「飛来・落下」及び「爆発」がそれぞれ１人でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和７年の死傷災害 

(1)死傷者数の推移 

・愛媛県下の死傷災害は、長期的には減少していますが、平成27年以降は増加傾向にあります。 

・令和７年「全産業」の死傷者数は1,578人でした。前年から11人増加（＋0.7％）しました。 

・令和７年「製造業」の死傷者数は462人でした。令和３年以降は増加傾向にあります。 

・令和７年「建設業」の死傷者数は168人で、過去最少だった令和６年から増加に転じました。 
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※新型コロナ感染症を除いた数値 

0 1 2 3 4 5 6 7 8

爆発

転倒

飛来・落下

交通事故

墜落・転落

■事故の型別発生状況■ (人)

（人） 



4 

 

(2) 主な業種別の発生状況 

・業種別では「製造業」462人（全体に占める割合29.3％）、「保健衛生業」226人（14.3％）、「商業」195人

（12.4％）、「建設業」168人（10.6％）、「道路貨物運送業」159人（10.1％）の順でした。 

・令和６年と比べ最も死傷者が増加した業種は、「製造業」で39人の増加（+9.2％）、次いで「建設業」で19

人の増加（+12.8％）でした。 

・令和６年と比べ最も死傷者が減少した業種は、「商業」で 35 人の減少（-15.2％）、次いで「接客娯楽業」

で11人の減少（-13.4％）でした。 

・「第三次産業」の死傷者数は 681 人と、前年から 29 人減少（-4.1％）し、内訳として「商業」195 人（35

人減少）、「保健衛生業」226人（８人増加）、「接客娯楽業」71人（11人減少）となりました。 

■主要な業種別の死傷者数■ (増加業種は黄色で表示)            （人） 

 令和６年 令和７年 
全産業に占める

割合（％） 
増減数 増減率（％） 

全産業 1,567 1,578 - ＋11 ＋0.7 

製造業 423 462 29.3 +39  +9.2 

建設業 149 168 10.6 +19 +12.8 

道路貨物運送業 166 159 10.1 -7  -4.2 

林業 23 30 1.9 +7 +30.4 

第三次産業 710 681 43.2 -29  -4.1 

うち商業 230 195 12.4 -35 -15.2 

 うち小売業 168 137 8.7 -31 -18.5 

うち保健衛生業 218 226 14.3 +8  +3.7 

 うち社会福祉施設 160 160 10.1 ±0 ±0.0 

うち接客娯楽業 82 71 4.5 -11 -13.4 

 うち飲食店 54 36 2.3 -18 -33.3 

うちその他の第三次産業 180 189 12.0 +9  +5.0 

上記以外 96 78 4.9 -18 -18.8 

(3) 事故の型別発生状況 

・「全産業」における事故の型別死傷者数は「転倒」414人が最も多く、次いで、「墜落・転落」297人、「動作の

反動・無理な動作」217人の順でした。 

・「製造業」では「転倒」の96人、「建設業」では「墜落・転落」の67人、「道路貨物運送業」では「墜落・転

落」の48人、「林業」では「激突され」の７人が最も多い事故の型でした。 

・「第三次産業」で最も多い事故の型は「転倒」の245人で、「全産業の転倒」の59.2％を占めています。 

■事故の型別死傷災害発生状況（令和７年）■           （人） 

業種 １位 ２位 ３位 

全産業 
1,578 

転倒 

414（26.2%） 

墜落・転落 

297（18.8%） 

動作の反動・無理な動作 

217（13.8%） 

製造業 
462 

転倒 

96（20.8%） 

はさまれ・巻き込まれ 

93（20.1%） 

墜落・転落 

54（11.7%） 

建設業 
168 

墜落・転落 

67（39.9%） 

はさまれ・巻き込まれ 

23（13.7%） 

転倒 

21（12.5%） 

道路貨物運送業 
159 

墜落・転落 

48（30.2%） 

転倒 

31（19.5%） 

動作の反動・無理な動作 

20（12.6%） 

林業 
30 

激突され 

7（23.3%） 

転倒 

6（20.0%） 

飛来・落下 

6（20.0%） 

第三次産業 
681 

転倒 

245（36.0%） 

動作の反動・無理な動作 

131（19.2%） 

墜落・転落 

108（15.9%） 

うち小売業 

137 

転倒 

52（38.0%） 

動作の反動・無理な動作 

24(17.5%) 

墜落・転落 

23（16.8%） 

うち社会福祉施設 

160 

転倒 

57（35.6%） 

動作の反動・無理な動作 

54（33.8%） 

交通事故 

11（6.9%） 
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(4) 起因物別発生状況 

・「全産業」の起因物別死傷者数は、「仮設物・建築物・構築物等」（足場、通路、階段など）488人が最も多

く、次いで「動力運搬機」125人、「起因物なし」123人の順でした。 

■起因物別死傷災害発生状況（令和７年）■         （人） 

業種 １位 ２位 ３位 

全産業 
1,578 

仮設物・建築物・構築物等 

488（30.9%） 

動力運搬機 

125（7.9%） 

起因物なし 

123（7.8%） 

製造業 
462 

仮設物・建築物・構築物等 

121（26.2%） 

材料 

45（9.7%） 

一般動力機械 

38（8.2%） 

建設業 
168 

仮設物・建築物・構築物等 

49（29.2%） 

用具 

27（16.1%） 

材料 

16（9.5%） 

道路貨物運送業 
159 

動力運搬機 

60（37.7%） 

仮設物・建築物・構築物等 

35（22.0%） 

荷 

13（8.2%） 

林業 
30 

環境等 

9（30.0%） 

仮設物、建築物、構築物等 

5（16.7%） 

材料 

4（13.3%） 

第三次産業 
681 

仮設物・建築物・構築物等 

251（36.9%） 

乗物 

86（12.6%） 

起因物なし 

86（12.6%） 

うち小売業 

137 

仮設物・建築物・構築物等 

48（35.0%） 

乗物 

18（13.1%） 

起因物なし 

16（11.7%） 

 うち社会福祉施設 

160 

仮設物・建築物・構築物等 

51（31.9%） 

その他の起因物 

45（28.1%） 

起因物なし 

36（22.5%） 

 

 (5) 年齢階層別発生状況 

・平成28年以降「60歳以上」が最も多数の年齢階層となっています。 

・「19歳以下」、「20～29歳」、「30～39歳」、「40～49歳」の被災者数は横ばい・減少傾向ですが、「50～59歳」、

「60歳以上」は増加傾向にあります。 

・「全産業」における「60 歳以上」の死傷者数は 504 人と、全体の 31.9％を占め、その割合は前年から 0.2

ポイント増加しました。 

・「60歳以上」の災害が占める割合が高い主な業種は、「林業」40.0％、「第三次産業」38.0％、「建設業」29.2％、

「道路貨物運送業」28.9％、「製造業」24.7％の順となっています。 

・「転倒」による死傷者のうち、「60歳以上」の占める割合は49.3％、「50歳以上」まで含めると77.8％とな

っています。 

                年齢階層別死傷災害発生状況の推移 
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※コロナ感染症を除いた数値 

（人） 
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【資料】 

資料１ 令和７年死亡災害発生状況一覧表 

資料２ 令和７年業種別・署別労働災害発生状況(確定・新型コロナ感染症を除く)  

資料３ 愛媛県内の労働災害（休業４日以上）発生状況 

資料４ 労働者の転倒災害(業務中の転倒による重傷)を防止しましょう 

資料５ 高年齢者の労働災害防止のための指針（エイジフレンドリー指針）を策定しました 






































